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卒業論文要約【鳥取大学数学教育研究，第 6号，2004】  
 算数・数学学習における基礎・基本に焦点を当てた 
問題解決能力に関する研究 
























1章  本研究の目的と方法 
 1-1 本研究の動機 
 1-2 本研究の目的と方法 
2章  学力（学ぶ力）とは 
 2-1 教育学にみる学力のとらえ方 
 2-2 学力調査にみる基礎学力とは 
3章   学力の分類 
 3-1 数学教育の目標にみる学力の分類 
 3-2 問題解決を支える数学の力 
  3-2.1 問題解決における子どもの思考の様相 
 3-2.2 数学的な見方・考え方、態度と表現・処
理 
4章  算数学習における基礎・基本 
 4-1 数学学習における基礎・基本とは 
  4-1.1 算数学習のもつ特性 
   4-1.1.1 特殊の背後にある一般 
   4-1.1.2 一般の中にある特殊 
  4-1.2 よむ力、かく力、考える力への着目 
 4-2 よむ力への着目 
4-3 算数・数学学習にみるよむ力とは 
5章  授業観察に基づくよむ力の具体的様相 
 5-1 授業観察 1（10月 10日 1限） 
 5-2 授業観察 2（10月 16日 2限） 
 5-3 授業観察 3（10月 24日 2限） 
 5-4 授業観察 4（10月 31日 3限） 
 5-5 授業観察 5（11月 14日 2限） 
6章  本研究のまとめ 
引用・参考文献 
















      4 cm     
      2 cm      左図に 1本だけ 
4 cm        直線をひいて、面積 
   9 cm     を半分（22cm 2）に 
          しよう。 
 
○児童の様相 （破線(   )は児童がかいた補助
線,(    )は面積を半分にする直線） 
【集団解決】 
（S 1）        （S 2） 
   A   △        A   △ 
△              △ △    △ 
        B                   B 
 
（S 3）               （S 4） 
A  ①         ② A  ① 
 ②   B       20cm 2  24cm 2  
     ③           B 
 
（S 5）        （S 6） 
     A  8cm 2  
             14cm 2  
        B  3cm 
 




















それぞれの面積を比べると①の方が 4 cm 2大き
いので、同面積にするために必要な 2 cm 2の面積
を三角形に着目して作り出し問題解決を行った。 
（S 5）はまず、8 cm 2 を求めて、残りの面積
を作り出す際に（S 4）が三角形に着目したとこ
ろを台形に着目する。 





















             数学的な見方・考え方           数学的な表現・処理 
  S 1   長方形に帰着できれば、1 本の対角線に   長方形に帰着する際、1 組の同面積の図形を 
       よって面積を半分にできる。      元の図形からひき、長方形を得る。 
 S 2  長方形に帰着できれば、1 本の対角線に   長方形に帰着する際、2 組の同面積の図形を 
       よって面積を半分にできる。      元の図形からひき、長方形を得る。 
 S 3  長方形に帰着できれば、1 本の対角線に   同面積の長方形を L 字型の図形の中にとり、 
       よって面積を半分にできる。      重なった部分から長方形を得る。 
 S 4  元の図形を 2 つに分け、足らない面積を  足らない面積を補う際に、三角形に着目する 
    補う。 
 S 5  元の図形を 2 つに分け、足らない面積を  足らない面積を補う際に、台形に着目する。 
    補う。 
 S 6  求積公式を基にして 22cm 2になるような （上底＋下底）＝11 の組を作る。 
    上底と下底を探す。          Ex）（3＋8），（4.5＋6.5）… 
 S 7  元の L 字型の図形を 2 つ長方形に分け、  2 つの長方形に分ける際に左右隣り合う長方 
    対角線によって面積を半分にする。   形に分ける。 
 S 8   元の L 字型の図形を 2 つ長方形に分け、  2 つの長方形に分ける際に上下隣り合う長方 
    対角線によって面積を半分にする。   形に分ける。 









































公園の外周･･･10×3.14              
池の外周･･･5×3.14＋5×3.14                
    ＝（5＋5）×3.14  
＝10×3.14 
歩く距離･･･10×3.14＋10×3.14  
    ＝20×3.14 
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